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	      福岡市　赤痢菌食中毒連続発生
７月から８月にかけて、福岡市において赤痢菌による食中毒が連続して３件発生しました。１年に１件あるかの赤痢菌食中毒であり、極めて稀な事例ですので、公表資料の概要等をお知らせします。
１　事例１
　　発生日：７月１９日

原因施設：福岡市博多区　日本料理店N

有症者数：２３名

原因食品：コース料理（前菜、吸い物、刺身、茶碗蒸し、蟹餡かけなど）

２　事例２
　　発生日：８月７日

原因施設：福岡市東区　和食H

有症者数：３名

原因食品：不明（カンパチ刺身、あさりバター、玉子焼き、海鮮サラダ、とり刺しなど）

３　事例３
　　発生日：８月１５日

原因施設：福岡市西区　寿司割烹T

有症者数：３グループ１４名（未確定）

原因食品：８月１４日、１５日の提供食品

４　３事例の関連性

　　人　的：無し　営業者が異なる。

地域的：無し　同じ福岡市内であるが事例２と事例３とは直線で約１０km離れている。事例１はほぼ中間的な位置となる。

原因食品：事例１、事例２、事例３の１４日には刺身が提供されており、共通なのはカンパチの刺身のみ。事例３の１５日の献立のなかに巻き寿司があり、カンパチが使用されている。

５　２０００年以降の全国の赤痢菌食中毒発生件数

　　赤痢菌による食中毒事例は、全国で０～３件、最近の事例は2006年９月に石川県の回転寿司店で発生。　
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　赤痢菌食中毒自体が極めて稀な事例であるのに、一地域で散発的に発生するということは何か大きな原因がある可能性が高い。カンパチがたまたま３事例の共通食品であるが、約１ヶ月の間隔があるので原因食品とは考えにくい。福岡市の原因調査結果を待たなければならないが、鮮魚が関係している可能性が高いと考えられます。事故防止には原材料の吟味と、丸魚にあっては周囲の十分な洗浄が必要と考えられます。（笈川）
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